
令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 音 楽 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい

発声、言葉の発声、身体の使い方に気付き、歌唱で表している。 

(思・判・表)どのように歌うか、演奏するかについて表現意図をもとうとし

ている。 

(主)曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心をもち、主体的・協同的に学

習活動に取り組もうとしている。 

担当教員 教員：津田直子 新田真 上野はつえ 

年間授業時数 ３６単位時間 

使用教科書 MY SONG 6 改訂版 (教育芸術社) 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 
曲にふさわし

い発声で表情

豊かに歌おう 

 

 

 

能や謡に親し

もう 

 

 

 

ミュージカル・

ナンバーを歌

おう 

 

 

 

 

ボディー・パー

カッションな

ど音を表現す

ることに挑戦

しよう 

 

 

さまざまな器

楽アンサンブ

ルを楽しもう 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

 

 

 

 １０ 

〇歌唱・手話歌 

◆曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の

使い方などに留意して歌い、表現に必要

な技能を身に付けることができるように

なる。 

 

〇鑑賞 

◆能を鑑賞したり能について調べたりしな

がら、音楽の特徴と文化的・歴史的背景と

の関わりを理解することができるように

なる。 

〇歌唱・鑑賞 

◆ミュージカルを鑑賞し、物語のあらすじ

や歌詞の内容、登場人物の心情などを理

解するとともに、曲にふさわしい発声、言

葉の発音、身体の使い方などに留意して

歌い、表現に必要な技能を身に付ける 

 

〇器楽 

◆演奏したり互いに聴き合ったりしなが

ら、曲想と楽器の音色や奏法との関わり

を理解することができるようになる。 

 

 

 

〇器楽 

◆一人一人が主体性を発揮しながら、他者

との調和を意識して演奏する技能を身に

付けることができるようになる。 

 

・活動を楽しむ

中で、自然な

発言を引き出

す。 

 

・生徒が扱いや

すい道具を使

用する。（重さ

や長さなど） 
 

・楽器だけでな

く身体を使っ

て音楽を感じ

られるように

する。 

 

・役割、順番交

替場面や友達

に注目される

場面を設定す

る。 

 

・授業や友達の

様子に注意を

向ける働きか

けを行う。 

 

・個々の発達段

階に応じて細

かな課題を設

定する。 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 外国語 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)日本語と外国語との音声の違いを感じ、音声や表現に慣れ親しむ。 

(思・判・表)目的や場面を意識し、聞いたり話したりして表現する。 

(主) 言語やその背景にある文化の知識を広げ、主体的に外国語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を養う。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 CG：井上智佳子 

年間授業時数 ３８単位時間 

使用教科書 「Enjoy English①」日本トータルアカデミー 

月 単元（題材）名 指導時数 主な学習内容、ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

月・曜日、挨拶

表現、天気、自

己紹介、動作表

現 

 

ALT 

 

 

 

 

 

 

 

身体の部位に関

する英語表現、

食べ物に関する

単語、外国文化

体験 

 

ALT 

 

 

 

 

 

 

 

 

お店に関する英

語表現、尋ねる

時 に使 え る 表

現、異文化理解 

 

ALT 

 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

○自己紹介 

・挨拶表現 

◆定型文を使用して、自分の名前や好きな

ものを発表することができる。 

○日常生活に身近な英単語の学習 

◆自分の誕生月や曜日、天気を理解する。 

○動作表現 

◆歌やダンスを交えながら、動作表現を覚

える。 

○ALT とのコミュニケーション 

◆ALT の発音のあとについて発声したり 

リズムに合わせて単語を言ったりできる。 

○身体の部位 

◆単語を理解して定着する。 

○食べ物 

・野菜、フルーツ等の単語の学習 

◆単語を理解して定着する。（読む、書く、

聞く、話す） 

○外国文化の体験活動 

・ハロウィン、クリスマス等の文化の学習 

◆体験活動を通して、外国文化を知り、親

しむことができる。 

〇ALT とのコミュニケーション 

◆聞かれたことに Yes、No など英語で答え

ることができる。 

○お店に関する表現 

・スーパー等で使う表現の学習 

◆注文を聞いたり受け取ったりすること

ができる。 

○尋ねる時に使える表現 

・道や交通手段を説明する表現 

◆単語を知り、発音することができる。 

○ALT とのコミュニケーション 

・簡単な英語で会話をする。 

◆ALT を通じて、単語や異文化を理解する

ことができる。 

・実態に応じて、

個別課題を用意す

る。 

・パソコンや CD、

DVD 等の英語教材

を使用し、視覚的

聴覚的にわかりや

すい授業をする。 

 

 

 

・実態に応じて、

個別課題を用意す

る。 

・具体物や音楽等

を活用し、外国文

化の雰囲気を感じ

られるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

・実態に応じて、

個別課題を用意す

る。 

・絵カードや具体

物、動画等を提示

し、言葉とイメー

ジがわかりやすく

結びつけられるよ

うにする。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 家庭 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)家庭生活を送るために必要な、道具の名称やその使い方を理解し、安

全に使えるようになる。 

(思・判・表)自分の知識や技能を生かして、衣生活・住生活・食生活・消費生

活について判断したり、考えたり、発表したりする。 

(主)家庭生活に関心をもち、主体的・協同的に学習活動に取り組もうとする態

度を養う。 

担当教員 教員： 上野はつえ 新田真 荒屋澄枝 

年間授業時数 ７６．５単位時間 

使用教科書 家庭科の教科書小学校低学年～高学年用（山と渓谷社） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

4 

ガイダンス 

家庭生活で必要

な用具 

衣服の洗濯、手入

れ、アイロンがけ 

７ 

○1 年間の学習予定 

◆家庭科の学習に見通しをもち、関心をも

って主体的に学べるようになる。(主) 

・一年間の学習の

流れを提示する。 

5 ７ 

○衣・食・住に必要な用具の学習 

◆家庭生活で必要な用具について知り、場

面と合わせて用法を考える。(思・判・表) 

・生徒にとって身

近な事柄を題材

にする。 

6 

１４.5 

○衣服の役割、手入れ方法の学習 

◆衣服の役割や TPO について理解できるよ

うになる。(知・技) 

♦洗濯機の使用や手洗いやアイロンがけの

体験を通し家庭生活への理解を深める。

(知・技) 

・具体物を提示し

興味をもちやす

いようにする。 
7 

9 

被服 

小物製作 

調理学習 

１４ 

○被服制作 

◆小物作りを通して、被服道具の使い方に

ついて、実体験を通して安全に使えるよう

になる。（知・技） 

◆完成を想像し、自分らしさを表現して、

作品をつくる。（思・判・表） 

・実習を通して、

被服道具の使用

方法を学習する。 

安全にできるよ

う、生徒の実態に

合わせた用具を

用意する。 

10 

11 

２０ 

〇調理学習 

◆調理を通して、料理がどのようにできて

いるのかを知り、実体験を通し安全に調理

用具を使えるようになる。（知・技） 

◆自分の食べているものがどのように作ら

れているのか意識する。（主） 

・生徒の実態に応

じて用具を準備

する。視聴覚教材

を用意し、わかり

やすくする。 

12 

1 

2 

整理整頓 

衛生管理 

１４ 

○整理整頓 

◆机やロッカーなど自分の使用する場所に

ついて整理整頓する力をつける。(知・技) 

○掃除 

◆掃除用具の種類や使用方法を学び、正し

く使用して掃除をする。（知・技） 

○清潔 

◆手や髪や身体の正しい洗い方を学び、足

湯などで部分的に実践する。（知・技） 

・DVD やインター

ネットを利用す

る。 

 

・手順をイラスト

などで分かりや

すくする。 3 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 保健体育 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）各種の運動の楽しさや喜びに触れ、病気の予防などの仕方が分かり、
基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 
（思・判・表)各種の運動や健康な生活における自分の課題を見付け、その解決の
ための活動を考えたり、工夫したりしたことを他者に伝える力を養う。 
（主）各種の運動にすすんで取り組み、きまりや簡単なスポーツのルールなど 
を守り、友達と協力したり場や用具の安全に留意したりし、最後まで楽しく運動
をする態度を養う。 

担当教員 新田真 福島聡 長岡優花 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 72 単位時間 

使用教科書 イラスト版からだのつかい方・ととのえ方 子供とマスターする４５の操体法（合同出版） 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、♦ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 
体つくり運動 

２ 

 

 

○ストレッチ、サーキット運動 

◆身体の各部位を意識して動かすことがで

きる、または動かそうとしている。（主） 

・簡単な動作を取
り入れ模倣でき
るようにする。 

陸上競技 

２ 

 

６ 

 

 

６ 

○課題走、スラローム走、リレー走など 

◆自己の課題を見つけ、解決へ向けて工夫

することができる。（思・判・表) 

◆記録の向上をめざし主体的に運動へ参加

する。（主） 

 

・選択肢を提示
し、主体的に課題
を発見できるよ
うにする。 
・徐々に教職員の
補助を減らす。 

５ 

６ 

水泳 

２ 

 

４ 

 

 

 

８ 

○水中でのリラクゼーション、呼吸法、泳

法の基礎 

◆水中での力の抜き方や呼吸法について知

ることができる。（知・技） 

◆さまざまな浮き方や泳法の基礎となる動 

きを身に付けることができる。（知・技） 

 

・全身を介助する
ことで、水中での
不安を軽減でき
るようにする。 
・始めは動きを補
助し、徐々に一人
で反復できるよ
うにする。 

７ 

９ 

10 武道（空手） 

※東京 2025 デフ

リンピック理解 

８ 

 

 

 

４ 

○空手の歴史、基本動作、形など 

◆空手の歴史や基本動作・形などについて

知り、理解を深めることができる。（知・技） 

◆自己の課題を理解し、練習に取り組むこ

とができる。（主） 

・実態に沿って課
題提示を行う。 
・個の実態に応じ
た道具の設定を
行う。 

11 
けがや疾病の予

防 
４ 

○応急手当やＡＥＤ 

◆止血、患部の保護、AED について知る。 

（思・判・表） 

・実物や ICT 機器
を使用して、五感
で内容を理解で
きるようにする。 

12 ダンス ８ 

○リズム体操、創作ダンス 

◆身体の各部位を意識して曲げたり伸ばし

たりすることができる。（思・判・表) 

・大画面のプロジ
ェクターを使用
する。 

１ 

球技（ハンドサッ

カー） 

６ 

 

 

 

８ 

 

４ 

○ドリブル、パス、シュート 

◆自己の課題を見つけ取り組める。（思・

判・表) 

◆友達と協力して練習や試合に参加するこ

とができる。（主） 

・個々の実態に沿
って課題設定す
る。 
・生徒の実態に合
わせてルールの
設定を行う。 ２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門  高等部 学  年 ２年 

教科等名 作業学習 学習グループ（教育課程） B（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 作業活動を計画的に継続して行うことで、充実感や達成感を得る。 

(思・判・表) 将来の社会参加に向けて、生徒一人一人が生き生きと生活するた 

めに必要な意欲や態度を培い、人間関係の形成を図る。 

(主) 安全への配慮や基本的な道具の扱い方などを知り、日常生活でも活用でき 

る力を身に付ける。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 72 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

・オリエンテー

ション 

・ほうれんそう 

 

・図書の整理 

・図書館や図書

コーナーの清

掃 

２ 

 

２ 

 

６ 

 

 

６ 

 

 

６ 

○今年度の作業学習の内容について知る。 
◆１年間の学習内容について見通しをも
ことができる。（知・技） 
〇報告、連絡、相談について知る。 
◆報告や連絡、相談の仕方について模倣し
たり発声したりすることができる。（主） 
○図書の整理について知る。 
○図書館や図書コーナーの清掃方法につ
いて知る。 
◆図書館や図書コーナーにある図書の分
類や書棚への返却手順を理解し、実践する
ことができる。（知・技） 
◆清掃方法について内容や手順を理解す
ることができる。（知・技） 
◆自分にできることを見つけることがで
きる。（主） 

・作業場所を見学
しながら説明し、
イメージを膨ら
ませることがで
きるようにする。 
・報告、連絡、相
談の仕方につい
て、毎回の導入時
に手本を示し模
倣を促す。 
・配置図や指示書
などを提示し視
覚的に理解でき
るようにする。 
・ICT 機器を活用
して、指示を繰り
返し聞くことが
できるようにす
る。 

５ 

６ 

７ 

９ 
・図書の整理、

清掃 

・新聞の整理 

・本の POP や掲

示物の整理 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

 

６ 

〇図書の整理や清掃に取り組む。 
○新聞の整理に取り組む。 
○本の POP やポスターなどの掲示物を整
理する。 
◆自分にできることを見つけ、主体的に取
り組むことができる。（主） 
◆新聞の受け取り方や並べ方を理解し、実
践することができる。（知・技） 
◆本の POP や掲示物の整理について理解
し、実践することができる。（知・技） 
◆自分の役割を理解し、作業を進めること
ができる。(思・判・表) 
◆作業の正確性を向上することができる。
（知・技） 

・個々の操作性に
合わせて用具や
補助具を工夫す
る。 
・ICT 機器を活用
して、視覚や聴覚
で指示を理解で
きるようにする。 
・グループ以外の
他者と関わる学
習場面を多く設
定する。 

10 

11 

12 

１ 
・図書の整理、

清掃 

・新聞の整理 

・本の POP や掲

示物の整理 

 

 

 

 

・1 年間のまと

め 

６ 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

６ 

〇図書の整理や清掃に取り組む。 
○新聞の整理に取り組む。 
○本の POP やポスターなどの掲示物を整
理する。 
◆自分にできることを見つけ、仲間と協力
しながら、主体的に取り組むことができ
る。（主） 
◆新聞の受け取り方や並べ方を理解し、他
者と丁寧に受け答えをしながら実践する
ことができる。 (思・判・表) 
◆図書館支援員と連携して図書の整理や
清掃を実践する。（知・技） 
〇１年間の学習を振り返る。 
◆自己の学習記録を振り返り、整理した内
容を発表することができる。（主） 

・ICT 機器を使用
して一人で発表
することができ
るようにする。 
・タブレット端末
を活用して表を
作成できるよう
にする。 
・1 年間の作業の
様子や写真を記
録にまとめ、自己
の学習を振りか
えることができ
るようにする。 

２ 

３ 

  



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 生活単元学習 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

（知・技）社会生活を送るために必要な知識や技術の習得を目指し、練習を

する。 

（思・判・表）生活場面における課題に向き合い、適切な行動を選ぶ。 

（主）自分と身近な社会や自然との関わりに興味をもち、進んで活動する。 

担当教員 教諭：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝  CG：井上智佳子  

年間授業時数 ３６単位時間 

使用教科書 「イラスト版子どものお手伝い子どもとマスターする 49 の生活技術」（合同出版） 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 
オリエンテーシ

ョン 

 

買い物に行こう 

 

 

 

植物を育てよう 

 

 

 

 

 

社会見学へ行こ

う 

 

 

 

 

お楽しみ会をし

よう① 

 

 

 

 

 

世界の遊びを体

験しよう 

 

 

おたのしみ会を

しよう② 

１ 

 

 

３ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

〇年間の学習内容を確認し、期待感を高め

る。 

 

〇買い物に必要な知識や行動を身に付け

る 

◆簡単な地図の読み取り、安全な歩行、買

い物時のやりとりができる。 

〇植物を育てる（種まき、苗植え、水やり、

間引き、収穫、観察） 

◆植物が育つ様子に興味をもち、観察した

り世話をしたりする。 

 

〇社会見学の事前学習・事後学習 

◆社会見学時の内容やルールを知り、興味

をもつ。 

◆社会見学で楽しかったことや学んだこ

となどを振り返る。 

 

 

〇お楽しみ会の計画、準備、実施 

◆グループのみんなで楽しめる活動を考

え、担当の係の仕事をしたり、活動を楽し

んだりする。 

 

 

 

○世界の文化を知り、遊び体験を広げる。 

◆新しい活動にも挑戦して、友達と一緒に

楽しむ。 

 

〇お楽しみ会の計画、準備、実施 

◆お楽しみ会①をふまえ、新しい企画を考

えたり、前回とは異なる係を担当したりし

て、発想や経験を広げる。 

 

・体験的な活動

を中心に行う。 

 

 

・身近な生活技

術を身に付けら

れるような活動

を取り入れる。 

 

 

・各教科の学習

内容が含まれる

よう単元の内容

を設定する。 

５ 

６ 

 

７ 

 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門  高等部 学  年 ２年 

教科等名 総合的な探究の時間 学習グループ（教育課程） B（知的代替） 

ねらい 

(知・技)課題の解決に必要な知識・技能を身につけ、探求的な学習のよさを理 

解する。  

(思・判・表)自他の課題を発見し、解決のために情報を集め、発表することが 

できる。 

(主)互いのよさを生かしながら、協同的・積極的に参加しようとする態度を養 

う。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 36 単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、♦ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

・オリエンテー

ション 

・自己 PR 

 

・「生徒会活動」

とは何だろう。 

 

・「本の魅力」

について考え

る。 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

３ 

 

３ 

 

○学習予定の確認 
◆１年間の学習内容について見通しをも
ことができる。（主） 
○自分の長所や魅力を他者へ伝える。 
◆自己の良さに気付き、手段を用いて他者
へ伝えることができる。(思・判・表) 
○生徒会活動について理解を深め、主体的
に行動することや協同について考察する。 
◆身近な活動から、役割や分担、企画や運
営につて考えることができる。(知・技) 
〇本の魅力や良さについて考察する。 
◆本の魅力や良さを見つけることができ
る。(知・技) 
◆本の魅力や良さについて、ワークシート
やプレゼンテーションソフトでまとめる
ことができる(思・判・表) 

・ワークシートを
用いて主体的に
発表できるよう
にする。 
・プレゼンテーシ
ョンソフトを用
いる。 
・発表、発言の機
会を多く設ける。 
 
・他の例示からヒ
ントを得られる
ようにする。 
 

５ 

６ 

７ 

９ 

・夏休み報告 

 

・「本の魅力」

を伝えよう。 

 

 

 

・お話会の 

企画、開催 

 

１ 

 

３ 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

４ 

○夏休み報告会 
◆夏休みの出来事を発表し、他者の体験談
からイメージする力を養う。（主） 
○好きな本の魅力を他者へ伝える。 
◆好きな本のポスターを作成することが
できる。(思・判・表) 
◆わかりやすく伝えるための工夫をする
ことができる。(知・技) 
 
○お話会についての企画、運営、お話会の
開催を協力して行う。 
◆自己の役割をみつけ、積極的に参加する
ことができる。 
◆自己の役割を理解し、他者と協力して活
動することができる。（主） 
 

・ICT 機器を使用
して文字や絵を
伝えられるよう
にする。 
・自分の意見や考
えを整理して、集
団の中で伝えら
れる発表の場を
設ける。 
・活動内容や役割
分担を明確にす
る。 
・グループワーク
を設定し、他者と
意見交換ができ
るようにする。 

10 

11 

12 

１ 
・冬休み報告 

 

・生活習慣を振

りかえってみ

よう。 

 

・進路学習 

 

 

２ 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

○冬休み報告会 
◆冬休みの出来事を、タブレット端末を活
用して発表することができる。（知・技） 
○生活習慣チェック表作り 
◆自己分析を行い、自ら課題を発見し、改
善策を考えることができる。(思・判・表) 
◆わかりやすく伝えるための工夫をしよ
うとしている。(知・技) 
○進路について考える。 
◆進路先や様々な仕事について知ること
ができる。（主） 
◆自分の適性から、どのような仕事や作業
ができるか考えることができる。(思・判・
表) 

・ICT 機器を使用
して一人で発表
することができ
るようにする。 
・タブレット端末
を活用して表を
作成できるよう
にする。 
・1 年間の個々の
学習の様子や役
割を写真で提示
し、具体的にイメ
ージできるよう
にする。 

２ 

３ 

  



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 特別活動・ホームルーム活動 学習グループ（教育課程）  

ねらい 

(1) 学年の友達との関わりを通し、豊かな人間関係を築く。 

(2) 活動を通じて行事への見通しをもつ。 

(3) 友達や教職員とのコミュニケーションを広げる。 

担当教員 教員：  CG： 

年間授業時数 ４０単位時間  

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

高２年生のスタ

ート 

 

 

 

体育発表会に向

けて 

 

 

 

レクリエーショ

ン活動 

 

修学旅行に向け

て（事前学習） 

 

 

修学旅行に向け

て（事前学習、

事後学習） 

 

 

 

レクリエーショ

ン活動 

 

 

学期のまとめ 

 

 

 

レクリエーショ

ン活動 

 

１年のまとめ 

１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

○２年生の集団紹介、１年間の行事紹介、係り活

動決め等 

◆今年度の活動や友達・教職員を知り、新たに始

まる学校生活を意識する。 

 

○体育発表会に向けて練習や準備を行う。 

◆本番に備えて期待感を膨らませる。 

◆行事を振り返り成功体験を生徒間で共有す

る。 

 

○ペーパー相撲等のレクリエーション 

◆友達同士で協力して関わりを深める。 

 

○修学旅行に向けて準備をする。 

◆日程や場所を知り、目標や係等を決める中で

宿泊の見通しをもつ。 

 

○修学旅行に向けた準備、事後学習をする。 

◆日程や場所を知り、目標や係り等を決める中

で宿泊への見通しをもつ。 

◆行事を振り返り成功体験を生徒間で共有す

る。 

 

○季節の行事、ジェンガ、坊主めくり、すき焼き

ゲーム等のレクリエーション 

◆友達同士で協力して関わりをさらに深める。 

 

○２学期の学習活動、また個人の成長を振り返

る。 

◆次学期につながる振り返りを行う。 

 

○季節の行事、ジェンガ、坊主めくり、すき焼き

ゲーム等のレクリエーション 

◆友達同士で協力して関わりをさらに深める。 

○一年間の学習活動、個人の成長を振り返る。 

◆今年度を振り返ることで次年度に繋げる。 

・学年の友達

との関わりを

通し、豊かな

人間関係を築

く活動を設定

する。 

・行事に合わ

せた活動を設

定する。 

・個々の自主

性を引き出す

ために、活動

内容を生徒が

決める機会を

設定する。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 日常生活の指導 学習グループ（教育課程） B（知的代替） 

ねらい 

(知・技)日常生活の諸活動を身につけ、周囲の状況に合わせてできる。 

(思・判・表)授業の開始の時間を意識するなど、時計を見て動く生活習慣を身

につける。自分の行動について、報告・連絡・相談ができる。 

(主)自分の健康管理、個別課題に取り組む態度を養う。 

担当教員 教員： 上野はつえ 新田真 荒屋澄枝 

年間授業時数 １８２単位時間 

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、♦ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

4 

 

自己課 題に 取

り組む 

排泄・衛生指導 

 

 

（通年） 

１８２ 

〇着替え 

◆自分での着替え、支援依頼、脱いだ服の管

理などができるようになる。（知・技） 

○各教科の予習・復習 

◆自分で必要な活動を把握できるようにな

る。（思・判・表） 

〇連絡帳の記入 

◆自分の予定を把握することができるよう

になる。（思・判・表） 

○機能訓練 

○ストレッチ 

◆自身の課題を把握し、自分の身体の特徴を

とらえて、機能訓練、ストレッチの方法を知

る。（主） 

○給食前後の取り組み 

（準備片付け、姿勢変換、水分摂取等） 

◆自身の給食の準備、片付け、それに付随す

る活動ができるようになる。（知・技） 

〇排泄指導 

◆排せつリズムの確立、 

自立に向けて衛生管理、排泄リズムの確

立、協力動作や、支援依頼ができるように

なる。（主） 

 

◆自己課題を理解して、自主的に取り組む

ことができるようになる。（主） 

 

＜給食前後のルーティン例＞ 

・食前 

排せつ、手洗い、テーブル拭き、エプロン

やタオルの準備 

・食事中 

姿勢、箸やスプーンの持ち方、食べ方、身

だしなみ 

・食後 

食器の片付け、エプロンやタオルなどの片

付け、歯磨き、テーブル拭き、排せつ、 

給食ワゴンの片付け 

・生徒個々の生活

リズムを担当教

員全員が把握し、

生徒が主体的に

教員と関わるこ

とができるよう

な指導体制を考

える。 

 

・生徒が安定した

学校生活を送る

ことができるよ

う、食前・食後の

ルーティンを明

確にする。 

 

・自分で準備や片

付けができるよ

うに滑り止めな

どの教具の工夫

をする。 

5 

6 

7 

9 

10 

11 

12 

1 

2 

3 

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 国語 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)日常生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言

語文化に触れ、親しむことができるようにする。 

 (思・判・表)出来事の順序を思い出す力や感じたり創造したりする力を養い、

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を身に付け、思い付いたり考え

たりする。 

(主) 言葉がもつよさを感じるとともに、図書に親しみ、思いや考えを伝えたり 

受け止めたりしようとする態度を養う。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 76.５単位時間 

使用教科書 くらしに役立つ国語（東洋館出版） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

発表をしよう 

 

動 画 を 見 て 言

葉を探そう① 

 

ことわざ 

 

 

個別学習① 

 

4.5 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

〇休日の出来事を発表する。 
◆発表内容を簡単な言葉でまとめて伝える。 
（主） 
〇動画の中から、日常生活でよく使用する単
語や興味のある言葉をみつける。 
◆単語や文章を正しく発音したり書いたり
する。(思・判・表) 
〇身の回りにあるいろいろな言い回しの言
葉やことわざの意味や使い方を学ぶ。 
◆たとえの言葉などの意味や使い方を理解
し、具体的に表現する。(思・判・表) 
○個別課題（線結び、ひらがな、漢字、単語
など） 
◆個々の実態に応じた表出方法や表現方法
を身に付ける。(思・判・表) 
◆言葉や手紙の書き方の決まりを理解し、手
紙の内容をわかりやすく書く。（知・技） 

・答えやすいよ

う に 選 択 肢 を

用意する。 

・身近な内容の

動画を使用し、

単 語 や 言 葉 を

イ メ ー ジ で き

るようにする。 

・具体的な物を

用 い て イ メ ー

ジ を 広 げ ら れ

るようにする。 

・生徒の実態に

合わせて、教材

の 提 示 方 法 や

ICT 機器を工夫

する。 

・個別課題学習

は 年 間 を 通 じ

て行う。生徒の

実 態 に 応 じ て

教 材 や 課 題 を

用 意 し て 学 習

を進める。 

５ 

６ 

７ 

９ 

音読をしよう 

 

 

物語① 

 

 

 

日 常 生 活 か ら

見つけよう 

 

個別学習② 

８ 

 

 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

８ 

〇発音しやすい２～３文字の単語、２～３語
文の音読に取り組む。 
◆教師の促しに応じ、進んで発声し伝えよう
とする。（主） 
〇物語に興味をもち、一場面を再現する。 
◆物語の内容に沿った表現ができる。（知・
技） 
◆物語の言葉を模倣することができる。
(思・判・表) 
〇日常生活で気になることや自分の興味の
あることについて調べて発表する。 
◆資料を集め、要点をまとめ、発表する。（主） 
○個別課題（線結び、ひらがな、漢字、簡単
な文章など） 
◆個々の実態に応じた表出方法や表現方法
を身に付ける。（知・技） 

10 

11 

12 

１ 

動 画 を 見 て 言

葉を探そう② 

 

物語② 

 

 

個別学習③ 

８ 

 

 

７ 

 

 

７ 

 

〇動画の中から、日常生活でよく使用する単
語や興味のある言葉をみつける。 
◆単語や文章を正しく発音したり書いたり
する。(思・判・表) 
 
〇物話を読み、関連する質問に答える。 
◆登場人物や出来事について正しく理解し、
答えことができる。 
○個別課題（線結び、ひらがな、漢字、簡単
な文章、コミュニケーションなど） 
◆個々の実態に応じた表出方法や表現方法
を身に付ける。（知・技） 

２ 

３ 

   



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 数学 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技) 数量や図形などについて基礎的な概念などを理解し、分類したり、簡 

単な計算をしたりする技能を身に付ける。 

(思・判・表) 日常生活の事象について、ものの数や図形に着目し、具体物や図 

などを用いて表現する力を養う。 

(主) 数量に関心をもち、学んだことの楽しさやよさを感じながら興味をもって 

学ぶ態度を養う。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 76 単位時間 

使用教科書 「くらしに役立つ数学」（東洋館出版） 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

４ 

数と計算 

 

 

 

 

生活と時間 

 

 

個別学習① 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

 

７ 

 

〇買い物などの日常生活の場面で必要な計
算をする。（大きい数、小数、分数、正の数・
負の数、3 桁以上の計算） 
◆生活に必要な大きな数について理解する。
電卓を使った計算ができる。(主) 
◆小数や分数の読み方や書き方を理解する。
(知・技) 
○１日の生活を時間で考える。（時刻と時間、
時刻と時間の計算） 
◆時計から時間を読み取り理解することが
できる。(思・判・表) 
○計算プリント 
◆2 桁の計算などが正確にできる。(思・判・
表) 
○具体物を用いた数唱、数の理解 
◆日常生活の数字に興味をもつことができ
る。(思・判・表) 

・日常生活で使
用する具体物
を用いて、数の
概念理解を促
す。 
・身近な内容の
動画を使用し、
単語や言葉を
イメージでき
るようにする。 
・具体的な物を
用いてイメー
ジを広げられ
るようにする。 
・生徒の実態に
合わせて、教材
の提示方法や
ICT 機器を工夫
する。 
・個別課題学習
は年間を通じ
て行う。生徒の
実態に応じて
教材や課題を
用意して学習
を進める。 
・実物の図形を
用意し、視覚的
にイメージが
持てるように
する。 
・工作用紙など
を用意し、図形
を作成する。 
・問題演習で反
復学習を行う。 

５ 

６ 

７ 

９ 

変化と関係・デ

ータ活用 

 

 

測定 

 

 

個別学習② 

12 

 

 

 

12 

 

 

８ 

〇仮想の１ヶ月の生活費を基に、表に表し、
計算をする。（かけ算・わり算、およその数、
割合とグラフ、比例） 
◆資料から必要なデータを読み取り、表に整
理する。概数を理解する。(知・技) 
○日常生活で身近にある物の長さや重さを
調べる。（長さ、重さ、単位の読み方） 
◆長さ、重さの測り方や量、単位の読み方や
使われ方を知り、実際に測定する。 
○計算プリント 
◆3 桁の計算などに親しむ。（知・技） 
○具体物を用いた数唱、数の理解 
◆日常生活の数字に興味をもつことができ
る。（主） 

10 

11 

12 

１ 

図形 

 

 

 

 

個別学習③ 

８ 

 

 

７ 

 

 

７ 

 

〇身近な場所、容器の面積や容積を計算す
る。（図形の基本・多角形、円、立方体・立
体、面積・体積） 
◆面積や体積の単位、計算式や公式を理解す
る。（知・技） 
◆計算式や単位を考え、計算する。（主） 
〇カードを使ってゲームをする。 
◆同じ数と同じ数を合わせることができる。
(思・判・表) 
○計算プリント 
◆少しの支援で 3 桁の計算などができる。
（知・技） 
〇10 までの数概念、色や形のマッチング 
◆日常生活の数字に興味をもつことができ
る。（主） 
◆数の合成を理解できる。(思・判・表) 

２ 

３ 

   



 

令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 美術 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)造形的な視点を気付き、意図に応じて表現方法を工夫して表す。 

(思・判・表)美術や美術文化などに対する見方や感じ方を広げる。 

(主)創造活動を楽しみ、豊かな情操を培う。 

担当教員 教員：新田真 上野はつえ 荒屋澄枝  CG：井上智佳子 

年間授業時数 72 単位時間 

使用教科書 「うつくしい絵」 偕成社 

月 単元（題材）名 指導時数 〇主な学習内容、♦ねらい（評価の観点） 指導の工夫 

 

４ 

 

【絵画】 

版表現 

 

 

 

 

【立体造形】 

生活が楽しく

なる色・形 

１２ 

 

 

 

 

 

１４ 

 

○顔の版画を制作する。 

◆表したい顔の表情に合う、形や色を選んで

制作する。 

◆自分や友達の作品から、よさや美しさを感

じる。 

 

 

○粘土を使い、日常生活で使ったり飾ったり

できるものを制作する。 

◆粘土の感触を味わい、特性を理解し、作 

りたい形を発想する。 

◆作りたいものに合った色や形を工夫して 

表す。 

 

・生徒の実態に合

わせて、扱いやす

い材料や道具、指

導方法の工夫を

する。 

 

 

・生徒の体の動き

に合わせ、道具の

位置や制作時の

姿勢に配慮する。 

 

 

・手で顔を触れる

習慣のある生徒

がいるため、汚れ

た手はすぐに拭

くようにする。 

 

 

・生徒の実態に合

った資料を用意

し、イメージをも

って制作できる

ようにする。 

 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

９ 

 

【映像メディ

ア】 

動く絵 

 

 

 

【デザイン】 

伝統的な表し方

から学ぼう 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

〇デジタル機器を使い、作った絵を動かす。 

◆デジタル機器の扱いに慣れ、意図に応じて

色や形の組み合わせを工夫する。 

◆自分や友達の作った絵が動くおもしろさ

を感じ取る。 

 

〇伝統的な表し方を知り、自分のデザインを

発想する。 

◆用具を適切に扱い、意図に応じた色や形 

を選んで表す。 

◆伝統的な表し方に興味をもち、進んで制 

作に取り組む。 

10 

 

11 

 

12 

１ 

【デザイン】 

色や模 様の イ

メージ を考 え

て作ろう 

20 

 

○コラージュで絵をデザインし、カレンダー

を制作する。 

◆季節等のイメージに合う色や形を工夫し

て配置する。 

◆自分や友達の表し方のよさや美しさに気

付く。 

２ 

３   

 



令和７年度東京都立鹿本学園年間指導計画 

部門・学部 肢体不自由教育部門 高等部 学  年 ２年 

教科等名 自立活動 学習グループ（教育課程） Ｂ（知的代替） 

ねらい 

(知・技)身体の状態を理解し、身体の使い方や整え方を身につけ、一人で実

践したり、教員と協力してできるようになる。 

(思・判・表)身体の取り組みなどの手立てを相談し、考えることができる。 

(主)学習上又は生活上の困難を主体的に改善しようとする態度を養う。 

担当教員 教員：福永映子 小泉虹華 新田真 上野はつえ 荒屋澄枝 

年間授業時数 ２５６単位時間  

使用教科書 なし 

月 単元（題材）名 指導時数 ○主な学習内容、◆ねらい(評価の観点） 指導の工夫 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個々の課題に

取り組もう 

（通年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教室での自立活動 

○排せつ、水分摂取、身体の取り組み 

◆1 日の活動に見通しをもつ。（主） 

◆あいさつや自分の気持ちを言葉で表現し、

コミュニケーションをとる。（主） 

◆排せつ、水分補給などで体調を整え、リラ

ックスした気持ちで次の授業に向かう身

体を作る。（主） 

◆筋緊張を緩める。（知・技） 

◆筋を伸ばす。（知・技） 

◆係活動に取り組む。（知・技） 

 

○個別の課題（作業や国語、数学など） 

◆作業の正確性が向上する。（知・技） 

◆日常生活の中で生かせるようになる。（思・

判・表） 

 

・自立活動 

○身体の取り組み 

 ストレッチ、ブリッジ、寝返り、よつばい、

膝立ち、立ち直り、立ち上がり、立位、歩

行、自転車など、教室で普段できない活動 

◆筋緊張を緩める。（知・技） 

◆筋を伸ばす。（知・技） 

◆体幹を鍛える。（知・技） 

◆骨盤を起こして保持を行う。（知・技） 

◆体幹を伸展させて座位を行う。（知・技） 

◆重心を前方へ移しながら立ち上がる。（知・

技） 

◆足で踏ん張りバランスをとる。（知・技） 

◆歩行を行う。（知・技） 

◆膝の中間の使い方を理解する。(知・技) 

◆体幹を回旋させてバランスをとる。（知・

技） 

◆障害物に対応しながら歩行や、車いす移

動、自転車を行う。（知・技） 

◆足底をつけて立ち上がる。（知・技） 

・学習内容に見

通しがもてるよ

う、活動の流れ

を確立させる。 

・個々の状況に

合わせて、達成

感がもてるよう

補助具等を用意

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校医（整形外

科）、外部専門家

と連携を図りな

がら継続的に取

り組めるように

する。 

 

 

 

 

 

 

・自転車やバラ

ンスボールなど

の教具を使用す

る。 

 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

１ 

２ 

３ 

 


